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【手続補正書】
【提出日】平成25年9月18日(2013.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントを用いて光線を検出し、前記ＰＤセグ
メントにより検出した光を示す電流を各ＰＤセグメントにより生成し、
　（ｂ）前記複数のＰＤセグメントにより生成された前記電流を第１の方式で組み合わせ
、垂直光線の位置を示す信号を生成し、
　（ｃ）前記複数のＰＤセグメントにより生成された前記電流を第２の方式で組み合わせ
、水平光線の位置を示す信号を生成し、
　（ｄ）前記複数のＰＤセグメントにより生成された前記電流を第３の方式で組み合わせ
、光線出力を示す信号を生成し、
　（ｅ）垂直光線の位置を示すよう生成された信号、及び水平光線の位置を示すよう生成
された信号に基づいて、水平及び/又は垂直光線の位置ずれを検出し、
　（ｆ）発光素子を駆動する信号を生成し、電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントに
より検出される光線を生成するために用いられる色データのタイミングを制御することに
より、水平及び/又は垂直光線の位置ずれを補償することを含むプロジェクター光線位置
調整方法。
【請求項２】
　工程（ｂ）は、工程（ａ）で検出した前記光線を垂直に走査する場合に行われ、
　工程（ｃ）は、工程（ａ）で検出した前記光線を水平に走査する場合に行われること特
徴とする請求項１記載のプロジェクター光線位置調整方法。
【請求項３】
　工程（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）は、複数の発光素子それぞれについて行われ、
　（ｇ）前記発光素子により生成された前記光線の１つが他の前記発光素子により生成さ
れた他の光線に対してずれている場合に、工程（ｂ）で生成された垂直光線の位置を示す
信号及び／又は工程（ｃ）で生成された水平光線の位置を示す信号に基づき検出を行い、
　（ｈ）前記検出した位置ずれを、前記発光素子を駆動する前記信号を生成するために用
いられる色データのタイミングを制御することにより補償することを更に含む請求項２に
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記載のプロジェクター光線位置調整方法。
【請求項４】
　工程（ａ）、（ｂ）及び（ｃ）は、互いに他とは異なる色を有する複数の光線それぞれ
について行われ、
　（ｇ）前記光線の１つが他の前記光線に対してずれている場合に、工程（ｂ）で生成さ
れた垂直光線の位置を示す信号及び／又は工程（ｃ）で生成された水平光線の位置を示す
信号に基づき検出を行い、
　（ｈ）前記検出した位置ずれを、前記光線を生成するために用いられる色データのタイ
ミングを制御することにより補償することを更に含む請求項２に記載のプロジェクター光
線位置調整方法。
【請求項５】
　前記電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントは、４つの電気的に絶縁されたＰＤセグ
メントからなり、
　前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントは、前記ＰＤセグメントにより検出した
光の量を示すそれぞれ対応した電流を生成し、
　前記方程式Ｙ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）は、垂直光線の位置を示す信号
を生成するため工程（ｂ）で用いられ、
　前記方程式Ｘ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝　（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）は、水平光線の位置を示す信
号を生成するため工程（ｃ）で用いられ、
　前記方程式Ｐｏｗｅｒ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄは、光線出力を示す信号を生成するため工程（
ｄ）で用いられ、
　Ａは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち１番目により生成された電流
を示し、Ｂは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち２番目により生成され
た電流を示し、Ｃは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち３番目により生
成された電流を示し、Ｄは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち４番目に
より生成された電流を示すこと特徴とする請求項１記載のプロジェクター光線位置調整方
法。
【請求項６】
　工程（ａ）、（ｂ）、（ｃ）及び（ｄ）は、複数の発光素子それぞれについて行われ、
　（ｇ）前記発光素子の１つ以上により生成された１つ以上の光線の出力電力が変化する
場合に、工程（ｄ）で生成した前記光線出力を示す信号に基づき検出を行い、
　（ｈ）出力電力における前記検出した変化を、前記発光素子を駆動する１つ以上の信号
の振幅及び／又はパルス幅を変更することにより補償することを更に含む請求項１に記載
のプロジェクター光線位置調整方法。
【請求項７】
　電気的に絶縁された複数の光検出（ＰＤ）セグメントと、
　前記電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントにより検出した光を示す電流をどのよう
に演算的に組み合わせるかを制御するよう構成され、スイッチ、トランスインピーダンス
・アンプ（ＴＩＡ）、及び電流ミラーを有する電気回路からなり、
　前記スイッチが第１の構成であるとき、前記ＴＩＡ及び前記電流ミラーは、垂直光線の
位置を示す信号を生成するために用いられ、
　前記スイッチが第２の構成であるとき、前記ＴＩＡ及び前記電流ミラーは、水平光線の
位置を示す信号を生成するために用いられ、
　前記スイッチが第３の構成であるとき、前記ＴＩＡは、光線出力を示す信号を生成する
ために用いられることを特徴とする光電子回路。
【請求項８】
　前記電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントは、４つの電気的に絶縁されたＰＤセグ
メントからなり、
　前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントは、前記ＰＤセグメントにより検出した
光の量を示すそれぞれ対応した電流を生成し、
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　前記スイッチが前記第１の構成であるとき、Ａが前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセ
グメントのうち１番目により生成された電流を示し、Ｂが前記４つの電気的に絶縁された
ＰＤセグメントのうち２番目により生成された電流を示し、Ｃが前記４つの電気的に絶縁
されたＰＤセグメントのうち３番目により生成された電流を示し、Ｄが前記４つの電気的
に絶縁されたＰＤセグメントのうち４番目により生成された電流を示すところの以下の方
程式、
　Ｙ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）
に従って、前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントにより生成された電流を演算的
に組み合わせ、垂直光線の位置を示す前記信号を生成し、
　前記スイッチが前記第２の構成であるとき、以下の方程式、
　Ｘ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）
に従って、前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントにより生成された電流を演算的
に組み合わせ、水平光線の位置を示す前記信号を生成し、
　前記スイッチが前記第２の構成であるとき、Ａが前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセ
グメントのうち１番目により生成された電流を示し、Ｂが前記４つの電気的に絶縁された
ＰＤセグメントのうち２番目により生成された電流を示し、Ｃが前記４つの電気的に絶縁
されたＰＤセグメントのうち３番目により生成された電流を示し、Ｄが前記４つの電気的
に絶縁されたＰＤセグメントのうち４番目により生成された電流を示すところの以下の方
程式、
　Ｘ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）
に従って、前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントにより生成された電流を演算的
に組み合わせ、水平光線の位置を示す前記信号を生成し、
　前記スイッチが第３の構成であるとき、以下の方程式、
　Ｐｏｗｅｒ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ
に従って、前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントにより生成された電流を演算的
に組み合わせ、光線出力を示す信号を生成することを特徴とする請求項７記載の光電子回
路。
【請求項９】
　前記電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントにより検出した光を示す電流をどのよう
に演算的に組み合わせるかを制御するよう構成された前記電気回路の前記ＴＩＡは、２つ
のＴＩＡのみであること特徴とする請求項７記載の光電子回路。
【請求項１０】
　第１の色の光を発光する第１の発光素子と、
　第２の色の光を発光する第２の発光素子と、
　第３の色の光を発光する第３の発光素子と、
　映像ソースから受信した映像信号に基づき第１、第２及び第３の画素データを出力する
よう構成された制御部と、
　前記制御部から受信した前記第１、第２及び第３の画素データに基づき前記第１、第２
及び第３の発光素子を駆動するよう構成された駆動部と、
　前記制御部により制御され、かつ、前記第１、第２及び第３の発光素子により生成され
た光線に基づき画像を投影するよう構成された１つ以上のマイクロミラーと、
　電気的に絶縁された複数の光検出（ＰＤ）セグメントと、前記電気的に絶縁された複数
のＰＤセグメントにより検出した光を示す電流をどのように演算的に組み合わせるかを制
御するよう構成された電気回路を含む光電子回路とからなり、
　前記制御部は、前記光電子回路により生成された信号に基づき垂直及び／又は水平光線
の位置ずれを検出し、検出した垂直及び／又は水平光線の位置ずれを補償するようにも構
成され、
　前記電気的に絶縁されたＰＤセグメントは、前記ＰＤセグメントにより検出した光の量
を示すそれぞれ対応した電流を生成し、
　前記電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントにより検出した光を示す電流をどのよう
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に演算的に組み合わせるかを制御するよう構成された前記電気回路は、スイッチと、トラ
ンスインピーダンス・アンプ（ＴＩＡ）と加算回路を含み、
　前記スイッチが第１の構成であるとき、前記制御部は、前記光電子回路により生成され
た信号を垂直光線の位置ずれを検出するために用い、
　前記スイッチが第２の構成であるとき、前記制御部は、前記光電子回路により生成され
た信号を水平光線の位置ずれを検出するために用い、
　前記スイッチが第３の構成であるとき、前記光電子回路により生成された信号は、光線
出力を示すことを特徴とするプロジェクターシステム。
【請求項１１】
　前記スイッチが前記第３の構成であるとき、前記制御部は、前記光電子回路により生成
された信号を自動出力制御（ＡＰＣ）及び色補正のうち少なくとも１つを行うために用い
る特徴とする請求項１０記載のプロジェクターシステム。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記発光素子を駆動するためドライバにより生成された１つ以上の信号
の振幅及び／又はパルス幅を変更することにより、出力電力において検出した変化を補償
するよう構成されていること特徴とする請求項１１記載のプロジェクターシステム。
【請求項１３】
　前記第１の色は赤であり、
　前記第２の色は緑であり、
　前記第３の色は青であり、
　前記第１の画素データは赤色画素データであり、
　前記第２の画素データは緑色画素データであり、
　前記第３の画素データは青色画素データであること特徴とする請求項１０記載のプロジ
ェクターシステム。
【請求項１４】
　前記制御部は、前記第１、第２及び第３の画素データのうち少なくとも１つのタイミン
グを調整ことにより、検出した垂直及び／又は水平光線の位置ずれを補償するよう構成さ
れていること特徴とする請求項１０記載のプロジェクターシステム。
【請求項１５】
　前記電気的に絶縁された複数のＰＤセグメントは、４つの電気的に絶縁されたＰＤセグ
メントからなり、
　前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントは、前記ＰＤセグメントにより検出した
光の量を示すそれぞれ対応した電流を生成し、
　前記方程式Ｙ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）は、前記発光素子それぞれの垂
直光線の位置を示す前記信号を生成するため用いられ、
　前記方程式Ｘ＿Ｏｆｆｓｅｔ＝（Ａ＋Ｃ）－（Ｂ＋Ｄ）は、前記発光素子それぞれの水
平光線の位置を示す前記信号を生成するため用いられ、
　前記方程式Ｐｏｗｅｒ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄは、前記発光素子それぞれの光線出力を示す信
号を生成するため用いられ、
　Ａは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち１番目により生成された電流
を示し、Ｂは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち２番目により生成され
た電流を示し、Ｃは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち３番目により生
成された電流を示し、Ｄは前記４つの電気的に絶縁されたＰＤセグメントのうち４番目に
より生成された電流を示すこと特徴とする請求項１０記載のプロジェクターシステム。
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